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仁淀川流域（高知県）

子どもたちの笑顔を育む仁淀川
住民・企業・行政で清流を再生

子ども水辺安全講座

【課　題】	 水環境保全
【主　体】	 高知県
【連絡先】	 高知県林業振興・環境部
 　　　　  環境共生課

Profile

仁
淀
川
は
、
全
国
で
も
指
折
り
の
川
遊
び
の

メ
ッ
カ
と
し
て
親
し
ま
れ
、「
仁
淀
ブ
ル
ー
」が
観

光
の
目
玉
と
な
る
な
ど
、
特
に
夏
場
に
は
多
く
の

人
々
が
キ
ャ
ン
プ
や
水
遊
び
な
ど
に
訪
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
仁
淀
川
は
、
昔
と

比
べ
る
と
決
し
て
豊
か
な
川
と
は
言
い
難
い
状

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
高
知
県
で
は
、

仁
淀
川
を
昔
の
よ
う
な
清
流
へ
と
再
生
し
て
後
世

に
引
き
継
い
で
い
く
た
め「
仁
淀
川
清
流
保
全
計

画
」を
策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
計
画
を
具
体
的
に

推
進
す
る
た
め
に
流
域
住
民
、
団
体
、
事
業
者
及

び
行
政
で
構
成
す
る「
仁
淀
川
清
流
保
全
推
進
協

議
会
」を
立
ち
上
げ
、
流
域
全
体
が
一
体
と
な
っ

て
知
恵
を
絞
り
、
流
域
資
源
を
有
効
活
用
し
な
が

ら
、
連
携
を
活
か
し
た
保
全
活
動
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
保
全
活
動
で
は
、「
協
働
の
川
づ
く
り
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
協
定
」に
よ
る
協
賛
金
を
活
用
し
、
流

域
住
民
が
参
加
し
や
す
い
多
様
な
取
組
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

仁淀川流域
高知県
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仁
淀
川
保
全
計
画
策
定
の
背
景

仁
淀
川
の
水
は
、
生
活
用
水
や
農
業
用

水
と
し
て
使
わ
れ
る
ほ
か
、
製
紙
業
等
の

特
徴
あ
る
地
場
産
業
を
も
育
ん
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
や
ア
ユ
漁
な
ど
で

地
域
住
民
に
も
親
し
ま
れ
て
い
る
生
活
に

密
着
し
た
川
で
す
。
一
方
、
人
口
が
集
中

し
、
産
業
が
発
達
し
た
下
流
部
で
は
水
質

汚
濁
が
問
題
と
な
り
、
水
質
保
全
の
重
要

性
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
、「
高
知
県

清
流
保
全
条
例
」と
そ
の
規
定
に
よ
る

「
高
知
県
清
流
保
全
基
本
方
針
」に
基
づ

き
、「
第
一
次
仁
淀
川
清
流
保
全
計
画
」が

１
９
９
９
年
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
汚
濁
負
荷
量
の
削
減
が
主
体

で
あ
っ
た「
高
知
県
清
流
保
全
基
本
方
針
」

が
２
０
０
６
年
に
見
直
さ
れ
、
健
全
な
水

循
環
と
し
て
清
流
を
保
全
・
再
生
し
て
い

く
た
め
の
新
た
な
取
組
を
加
え
た
内
容
に

改
正
さ
れ
、清
流
の
保
全
に
向
け
て
、住
民
、

団
体
、
事
業
者
、
専
門
家
が
協
働
し
て
流

域
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
改
正
を
受
け
て
、「
第
一
次
仁
淀

川
清
流
保
全
計
画
」が
住
民
参
加
の
視
点

で
、
今
日
的
な
課
題
に
も
対
応
で
き
る
も

の
へ
と
見
直
さ
れ
、
２
０
１
０
年
に「
第

二
次
仁
淀
川
清
流
保
全
計
画
」が
策
定
さ

れ
、
さ
ら
に
２
０
１
５
年
に
見
直
し
改
訂

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

仁
淀
川
清
流
保
全
計
画
の
推
進
体
制

仁
淀
川
流
域
で
は
、
多
く
の
住
民
や
活

動
団
体
に
よ
り
、
清
流
保
全
の
た
め
の

様
々
な
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
活
動
の
輪
が
流
域
全
体
へ
と
広
が

り
、
地
域
間
で
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
清
流
保
全
の

た
め
に
は
、
住
民
・
団
体
・
企
業
・
行
政

が
連
携
し
て
、
共
通
認
識
の
も
と
で
、
取

組
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
流
域
全
体
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
結
び
、
住
民
・
団
体
・
事
業
者
・
学

識
経
験
者
・
行
政
等
で
組
織
す
る「
仁
淀
川

清
流
保
全
推
進
協
議
会
」が
組
織
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
に
し
、
意
見
が
で
き

る
場
と
し
て
の
機
能
を
持
ち
な
が
ら
、「
仁

淀
川
清
流
保
全
計
画
」の
実
行
及
び
進
捗
状

況
の
把
握
と
検
証
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

仁淀川清流保全推進協議会の構成

第２次仁淀川清流保全計画の概要

こ
れ
ま
で
の
取
組

2020 2010 1990

「
第
１
次
仁
淀
川
清
流
保
全
計
画
」 

策
定

1999.3

「
高
知
県
清
流
保
全
条
例
」 

制
定

1989.12

「
仁
淀
川
流
域
交
流
会
議
」 
発
足

2001

「
高
知
県
清
流
保
全
基
本
方
針
」 

改
正

2006.3

「
第
２
次
仁
淀
川
清
流
保
全
計
画
」 

策
定

2010.3

「
仁
淀
川
清
流
保
全
推
進
協
議
会
」 

発
足

2010.6

「
第
１
回 

仁
淀
川
一
斉
清
掃
」 

開
催

2011.10

「
第
１
回
仁
淀
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」 

開
催

2012.2

「
第
２
次
仁
淀
川
清
流
保
全
計
画
」 （
改
訂

版
）策
定

2015.3
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役
割
分
担
に
基
づ
い
た

具
体
的
な
取
組

「鍵」
その1

　
　

仁
淀
川
清
流
保
全
推
進
協
議
会
で
は
、

全
体
会
の
下
に
部
会
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

仁
淀
川
が
抱
え
る
課
題
の
中
に
は
、
上

流
域
と
河
口
域
と
で
は
異
な
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
流
域
内
を
5
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
た
部
会
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
部
会
に
は
地
域
で
清
流
保
全
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
住
民
団
体
の
方
を
中

心
に
、
地
域
ご
と
の
課
題
の
共
有
、
課
題
解

決
に
向
け
た
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
、

仁
淀
川
清
流
保
全
計
画
の
テ
ー
マ
に
基

づ
き
、「
子
ど
も
た
ち
を
川
に
呼
び
戻
す

W
G
」「
美
し
い
景
観
を
保
全
す
る
W
G
」

の
2
つ
が
立
ち
上
が
り
、
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
た
ち
を
川
に
呼
び
戻
す
W
G
」

で
は
、
川
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
教
え
ら

れ
る
指
導
者
の
育
成
と
、
育
成
し
た
指
導

者
の
連
携
の
仕
組
み
づ
く
り
を
中
心
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

協
議
会
が「
子
ど
も
た
ち
を
川
へ
呼
び

戻
す
」た
め
に
親
子
で
川
に
ふ
れ
合
う
行

事
の
充
実
・
広
報
に
取
り
組
む
中
、
子
ど

も
た
ち
が
川
に
行
く
こ
と
を
禁
止
し
て
い

る
か
ら
と
、
あ
る
小
学
校
か
ら
チ
ラ
シ
の

配
布
を
断
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

「
学
校
の
先
生
自
身
が
子
ど
も
の
頃
に
川

で
遊
ん
だ
経
験
が
無
く
、
川
の
ど
こ
が
危

険
か
知
ら
な
い
こ
と
が
背
景
に
あ
り
、
ま

ず
は
川
の
行
事
に
安
心
し
て
参
加
で
き
る

よ
う
な
体
制
が
必
要
で
は
」と
い
っ
た
意

見
を
も
と
に
川
の
指
導
者
育
成
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
、「
川
の
安
全
教
室
i
n
仁

淀
川
」が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
美
し
い
景
観
を
保
全
す
る

W
G
」で
は
、「
ご
み
を
拾
う
清
掃
活
動
だ

け
で
な
く
、
ご
み
を
捨
て
な
い「
場
づ
く

り
」や「
人
づ
く
り
」が
必
要
で
は
」と
い
う

意
見
を
も
と
に
、「
ご
み
勉
強
会
」の
実
施

に
向
け
た
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
検

討
を
も
と
に
実
施
し
た
モ
ニ
タ
ー
テ
ス

ト
で
は
、
楽
し
み
な
が
ら
ご
み
拾
い
を
し
、

自
分
自
身
の
生
活
と
ご
み
の
関
わ
り
に
つ

い
て
考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
つ
な
が

る
工
夫
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

７
市
町
村
が
連
携
す
る

仁
淀
川
流
域
交
流
会
議

「鍵」
その2仁

淀
川
流
域
交
流
会
議
は
、
仁
淀
川
流

域
の
保
全
と
流
域
圏
の
活
性
化
を
図
る
た

め
に
設
置
さ
れ
た
組
織
で
、
仁
淀
川
沿
川

の
市
町
村（
仁
淀
川
町
・
越
知
町
・
佐
川

町
・
日
高
村
・
い
の
町
・
土
佐
市
・
高
知

市
）で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

交
流
会
議
で
は
、「
伝
統
文
化
、
技
能
・
技

術
の
継
承
・
発
展
」、「
内
外
の
多
様
な
交
流

促
進
」、「
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
」を
基
本

方
針
と
し
て
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

取
組
例
と
し
て
、
仁
淀
川
流
域
活
性
化

補
助
金
を
創
設
し
、
仁
淀
川
の
地
域
づ
く

り
を
行
っ
た
事
業
に
対
し
て
の
支
援
の
実

施
、
ま
た
、
仁
淀
川
漁
業
協
同
組
合
と
協

働
し
て
、
仁
淀
川
の
自
然
へ
の
理
解
を
深

め
、環
境
保
全
の
大
切
さ
を
体
感
す
る「
仁

淀
川
親
子
ふ
れ
あ
い
バ
ス
ツ
ア
ー
」を
毎

年
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
仁
淀
川
漁
業
協

同
組
合
と
の
共
催
で
、
仁
淀
川
の
良
好
な

河
川
環
境
の
維
持
・
保
全
・
再
生
へ
の
取

組
を
考
え
る「
仁
淀
川
の
森
と
水
を
考
え

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」な
ど
が
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

仁淀川親子ふれあいバスツアー

川の安全教室in仁淀川

仁淀川流域交流会議の組織と事業

「ごみ勉強会」モニターテスト
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協
働
の
川
づ
く
り
事
業
で

企
業
と
連
携

「鍵」
その3高

知
県
の
森
林
率
は
全
国
一
の
84
%
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
か
け
が
え
の
な
い

財
産
を
守
る
た
め
、
環
境
先
進
企
業
・
市

町
村
等
・
高
知
県
の
間
で
協
定
を
締
結
し
、

荒
廃
が
進
む
森
林
を
再
生
し
、
C
O
2
の

吸
収
を
促
進
す
る「
協
働
の
森
づ
く
り
事

業
」が
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
取

組
を
、
川
や
海
の
再
生
、
ま
た
、
山
・
川
・

海
を
連
動
さ
せ
た
自
然
再
生
・
保
護
活
動

の
支
援
に
も
広
げ
た
の
が「
協
働
の
川
づ

く
り
事
業
」で
、
仁
淀
川
流
域
を
対
象
と

し
た
協
定
は
2
件
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
1
件
は
仁
淀
川
流
域
交
流
会

議
に
寄
付
さ
れ
、「
仁
淀
川
流
域
山
林
保

全
育
成
の
会
」に
よ
る
植
樹
や
仁
淀
川
清

流
保
全
推
進
協
議
会
の
仁
淀
川
一
斉
清
掃

や
川
の
安
全
教
室
i
n
仁
淀
川
等
、
仁
淀

川
流
域
の
清
流
保
全
に
つ
な
が
る
活
動
の

支
援
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
も
う
1
件
は
、
子
ど
も
た
ち
の

環
境
教
育
に
活
用
し
て
欲
し
い
と
の
協
定

締
結
企
業
の
意
向
に
基
づ
き
、
仁
淀
川
清

流
保
全
推
進
協
議
会
が
実
施
す
る
環
境
学

習
で
使
用
す
る
パ
ネ
ル
や
子
ど
も
用
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
購
入
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

活動の�
効　果

連
携
・
協
働
に
よ
る

清
流
保
全
へ

2
0
1
7
年
か
ら

取
り
組
ん
で
き
た「
川
の
安
全
教
室
i
n

仁
淀
川
」で
育
成
し
た
川
の
指
導
者
は
9

名
に
な
り
ま
し
た
。
川
で
の
安
全
管
理
が

で
き
る
体
制
が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
2
0
1
9
年
か
ら
川
で
活
動
す

る
楽
し
さ
と
、
そ
こ
に
潜
む
危
険
性
に
つ

い
て
学
習
し
て
も
ら
い
、
危
険
予
知
な
ど

水
辺
で
の
事
故
を
回
避
す
る
方
法
を
身
に

つ
け
て
も
ら
う「
子
ど
も
水
辺
安
全
講
座
」

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
川
の
指
導
者
間
の
情
報
交
換
が

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
っ
た
こ
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
実
施
す
る
川
で
の
体
験
活
動

へ
の
協
力
体
制
の
構
築
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

協
働
の
川
づ
く
り
事
業
の
協
賛
金
に
よ

り
実
施
す
る
仁
淀
川
一
斉
清
掃
や
植
樹
に

は
、
清
流
保
全
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
が

気
軽
に
参
加
で
き
る
事
業
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
流
域
住
民
は
も
と
よ
り
、
協
定

締
結
企
業
の
社
員
の
方
が
毎
年
参
加
さ
れ

て
い
ま
す
。

仁
淀
川
流
域
交
流
会
議
や
協
定
締
結

企
業
の
支
援
を
受
け
て
、
仁
淀
川
を
知
り
、

楽
し
み
、
保
全
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
が

流
域
内
の
多
様
な
主
体
に
よ
り
実
施
さ
れ
、

興
味
を
持
っ
た
住
民
が
参
加
し
、
仁
淀
川

に
つ
い
て
の
気
づ
き
を
得
る
。
そ
の
積
み

重
ね
が
清
流
仁
淀
川
を
後
世
に
引
き
継
ぐ

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

水生生物調査

環境学習用パネル

協働の川づくり事業の仕組み

「仁淀川流域山林保全育成の会」による植樹

仁淀川一斉清掃


